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柿
沼

教

授
の

古
稀
を

壽
ぎ
て

春
風
秋
雨
宕
七
十
年
の
年
輪
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
歴
史
は
索
晴
ら
し
い
完
成
で
あ
る 。

人
生
七
十
年
古
来
稀
で
祝
福
す
る
の
が
伝
承

で
あ
る 。

わ
れ
わ
れ
法
学
部
同
僚一
同
も
亦
君
の
寿
齢
の
祝
福
を
こ
め
て
作
成
し
た
労
作
集
を
机
下
に
献
呈
す
る 。

君
は 、
昭
和
二
十
七
年
四
月
に
本
学
教
授
に
就
任
せ
ら
れ 、

溺
来
二
十
年
に
わ
た
っ

て
日
本
法
制
史
お
よ
び
法
律
思
想
史
を
担
当
せ
ら

れ
て
き
た 。

そ
の
間 、

深
い
愛
情
を
も
っ

て
学
生
の
指
場
に
当
ら
れ 、

法
学
部
の
育
成
発
展
に
尽
痒
せ
ら
れ
た 。

わ
が
法
学
部
は 、

今

日 、
大
学
院
博
士
課
程
を
設
隧
す
る
ま
で
に
至
っ

た
が 、
こ
の
発
展
に
は 、

君
の
振
作
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る 。

ま
た 、

君
の

年
譜
が
示
す
通
り 、
そ
の
活
躍
は
多
面
に
わ
た
っ

て
お
ら
れ
る
が 、

特
に 、

わ
が
国
教
育
界
の
進
展
と
選
学
の
啓
発
活
動
に
は
多
大
の
功

績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る 。

学
界
で
は 、

現
在 、

著
し
い
飛
躍
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
憲
法
学
会
の
創
設
に
大
き
な
貢
献
を
な
さ
れ
た 。

古
来
稀
な
寿
齢
を
迎
え
ら
れ
な
が
ら 、

君
は 、
き
わ
め
て
壮
健
で
あ
ら
れ
る 。

加
餐
自
愛
せ
ら
れ
る
こ
と
を
希
う
と
共
に 、
そ
の
茄
年

の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て 、

わ
が
近
畿
大
学
の
一
層
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ん
こ
と
を
希
念
し
て
止
ま
な
い 。

な
お 、
本
号
に
は
柿
沼
教
授
と
親
し
い 、
日
本
大
学
法
学
部
長
の
川
西
誠
教
授
と
大
阪
学
院
大
学
の
奥
貴
雄
教
授
が 、

特
に
御
玉
稿
を

御
寄
せ
下
さ
っ

た 。

心
か
ら
謝
意
を
表
す
る 。

昭
和
四
十
七
年
十
二
月

法
学
部
教
授

末

包

留

三

良
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柿
沼
末
太
教
授
略
年
譜

柿沼末太教授略年譜

昭
和
二
年
三
月

日
本
大
学
法
文
学
部
法
律
学
科
卒
業

昭
和
二
年
五
月

日
本
大
学
助
手

昭
和
四
年
四
月

日
本
大
学
助
手
兼
学
生
主
事
補

昭
和
八
年
五
月

日
本
大
学
専
任
講
師
（
政
治
思
想
史 、

政
治
史
担
任）

兼
学
生
主
事 、

爾
後
昭
和
十
九
年
十
月
ま
で
の
間 、

専
任
講
師
に
兼

ね
て 、

教
務
課
長 、

学
生
課
長 、

校
友
課
長 、

学
生
指
専
部
長 、
次

い
で
専
任
教
授
等
を
歴
任
(
+
七
年
半）

昭
和
十
年
六
月

浦
和
市
選
挙
粛
正
委
員
会
委
員

昭
和
十
三
年
五
月

司
法
省
東
京
少
年
審
判
所
少
年
保
護
司

昭
和
十
三
年
五
月

浦
和
市
学
務
委
員

昭
和
十
五
年
十
二
月

内
務
省
都
市
計
画
埼
玉
地
方
委
員
会
委
員

昭
和
十
八
年一
月

埼
玉
県
協
力
会
議
議
員 、

第一
部
長

昭
和
十
九
年
十
月

日
本
大
学
教
授
退
任

昭
和
二
十
二
年一
月

埼
玉
県
価
格
査
定
委
員
会
委
員

昭
和
二
十
四
年
四
月

財
団
法
人
（
農
林
省
関
係）
日
本
4
H
協
会
理
事

昭
和
二
十
七
年一
月

日
本
大
学
通
信
教
育
部
講
師

昭
和
二
十
七
年
二
月

文
部
省
大
学
設
置
審
議
会
に
よ
り
大
学
教
授
資
格

の
認
定
を
受
＜

日
本
大
学
本
部
嘱
託
（
日
本
大
学
史
編
簗
主
任）

近
畿
大
学
教
授
（
日
本
法
制
史 、
法
律
思
想
史
担

当）
（
至
現
在）

昭
和
二
十
七
年
四
月

昭
和
二
十
七
年
四
月

昭
和
三
十一
年
十
月

昭
和
三
十
二
年
十
月

昭
和
三
十
二
年
十
月

昭
和
三
十
二
年
十
月

昭
和
三
十
二
年
十
月

昭
和
三
十
三
年
六
月

昭
和
三
十
四
年
五
月

昭
和
三
十
六
年
四
月

昭
和
三
十
六
年
五
月

昭
和
三
十
六
年
十
月

昭
和
三
十
六
年
十
月

昭
和
三
十
七
年
七
月

浦
和
市
教
育
委
員
会
委
員
長

埼
玉
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長

（
現
顧
問）

関
東
地
区
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長

（
現
顧
問）

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
副
会
長

（
現
顧
問）

全
国
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
副
会
長

（
現
顧
問）

埼
玉
県
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
同
盟
会
副
会
長

（
現
顧
問）

埼
玉
県
高
等
学
校
再
編
成
協
議
会
委
員

埼
玉
県
公
明
（
現 、

明
る
＜

正
し
い）
選
挙
推
進

連
盟
会
長
（
至
現
在）

日
本
学
校
安
全
会
埼
玉
県
支
部
運
営
審
議
委
員
会

会
長

全
国
市
長
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長

全
国
学
校
給
食
完
全
実
施
推
進
協
議
会
常
任
世
話

人文
部
省
特
殊
法
人
日
本
学
校
安
全
会
運
営
審
議
委

員



第20巻第1 ・ 2号

昭
和
三
十
七
年
十
月

昭
和
三
十
九
年
六
月

昭
和
三
十
九
年
六
月

昭
和
四
十一
年
七
月

昭
和
四
十
二
年
六
月

昭
和
四
十
二
年
七
月

近大法学

昭
和
皿
十
三
年
七
月

昭
和
四
十
三
年
九
月

昭
和
四
士―一
年
十
月

昭
和
四
十
四
年
五
月

昭
和
四
十
五
年
七
月

昭
和
四
十
七
年
三
月

昭
和
四
十
七
年
九
月

賞

昭
和
三
十
三
年
十一
月

文
部
省
特
殊
法
人
国
立
教
育
会
館
設
立
委
員

日
本
学
校
安
全
会
理
事

国
立
教
育
会
館
評
議
員

財
団
法
人
（
自
治
省
関
係）

明
る
＜

正
し
い
選
挙

推
進
全
国
協
議
会
理
事
（
至
現
在）

文
部
省
保
健
休
育
審
議
会
委
員

財
団
法
人
（
文
部
省 、

経
済
企
画
庁
関
係）
日
本

経
済
教
育
セ
ン
タ
ー

専
門
委
員
会
副
会
長

埼
玉
県
高
等
学
校
教
育
振
興
協
議
会
委
員
（
至
現

在）埼
玉
県
社
会
教
育
委
員
（
至
現
在）

浦
和
市
民
生
委
員
推
煎
委
員
会
委
員
長（
至
現
在）

埼
玉
県
学
校
給
食
完
全
実
施
期
成
会
委
員
（
至
現

在）日
木
大
学
協
議
員

H
本
大
学
校
友
会
顧
問
（
至
現
在）

日
本
大
学
評
議
員
（
至
現
在）

H
リ
ビi,
c墾

居
に
於
け
る
宴
遊
会
に
両
腔
下
の
御
招
を
受

＜
 

昭
和
四
十
三
年
十一
月

地
方
教
育
の
功
労
に
よ
り
埼
玉
県
教
育
委
員
会

の
表
杉
を
受
＜

地
方
自
治
の
功
労
に
よ
り
埼
玉
県
知
事
の
表
彰
を

受
＜

選
挙
啓
発
活
動
の
功
労
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
の

表
彰
を
受
＜

昭
和
四
十
四
年
十一
月

青
山
御
苑
に
於
け
る
宴
遊
会
に
再
度
両
腔
下
の

御
招
を
受
＜

昭
和
四
十
五
年
四
月

教
育
及
び
教
育
諸
団
体
育
成
の
功
労
に
よ
り
勲
四

等
に
叙
せ
ら
れ
瑞
宝
章
を
授
け
ら
る 、

墾
居
に
於

い
て
賜
出

昭
和
四
十
五
年
十一
月

永
年
に
亘
る
教
育
の
功
労
に
よ
り
埼
玉
新
聞
社

の
埼
玉
文
化
宜
を
受
＜

明
る
＜

正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会
の
五
周
年

に
際
し

●
居
に
於
い
て
賜
謁

学
制
発
布
百
年
の
記
念
式
典
に
際
し
多
年
に
亘
る

教
育
の
功
労
に
よ
り
再
度
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の

表
彰
を
受
＜

昭
和
四
十
四
年
五
月

昭
和
四
十
四
年
十
月

昭
和
四
十
七
年
三
月

昭
和
四
十
七
年
九
月
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KINDAI HOGAKU 
THE LAW REVIEW 

OF 

KINKI UNIVERSITY 

December 1972 

Volume XX Number 1, 2 

Dedicated to Prof. Kakinuma on His 70 th Birthday 

Contents 

Articles 

Ideas of Criminal Law in the Holy Bible 
..... ·· · ··.... ·· ·............. M. Kawamsh1 (1) 

System der Rechtsphilosophie, III. 
- Rechtssein und Rechtswissenschaft - I. Tsuda (23 ) 

Principles of Guarantee for Human Rights of Foreigners 
·· · ·· · ·· · ·· · ·· · · · · ·· · · · · ·· · ·· · ·· · · T. Okuno (53) 

Regarding a Demand for the Amendment of the Article IX, 
Clause 3 of the Public office Electoral Law 

................................... . T. Wada (89) 

Modern Tendencies of English Law of Contract. 
· · · · · ·· · ·· · ·· · ·· · ·· · · · · ·· · ·· · · · · · T. Suekane (123) 

THE LAW SOCIETY 

OF 

KINKI UNIVERSITY 

OSAKA JAPAN 



‘‘‘、
9
ー、、、、、
9
ー、、、、、
ー
ー、、、、、
9
ー、、、、、
I
9‘‘‘‘、
9
ー、‘‘‘、
I
9‘‘‘‘、..

 
�
9‘‘‘‘、
I
ー、、‘‘、
I
'‘‘‘‘、

一

一

i

執

筆

者

紹

介

（
執
筆
順）

一

一i

西

誠

（
日
本
大
学
法
学
部
長
）

一

．．

 

．

．

 

.

‘

 

一匹

津

田

市

正

（
本
学
法
学
部
教
授
）

i

i

­

-

奥

貴

雄

（
大
阪
学
院
大
学
教
授）

i一

（
本
学
法
学
部
教
授
）

­

i

和

田

鶴

蔵

一

末

包

留

三

良

（

同
法
学
部
教
授）

i

―

―

 

一

伊

藤

勝

美

（

同
法
学
部
購
師
）

匹一一

永

夫

（

同
法
学
部
教
授
）

�

i

 

-

速

水

一

i

本

多

新

平

（
同
法
学
部
助
教
授
）

一

一砂

高

橋

貞

彦

（

同
法
学
部
講
師）

i

i

-

一

有

田

喜

十

郎

（
同
法
学
部
教
授
）

匹i

 

一

奥

原

唯

弘

（
同
法
学
部
教
授）

-

�

若

林

安

雄

（
同
法
学
部
助
教
授）

i

―

―

 

雑

賀

芳

三

（

同
法
学
部
教
授）

[

一―

―

 

．`
ー、、‘‘、
9
ー‘‘‘‘、
9
9‘‘‘‘、
ー
ー、、、、、
I
'‘‘‘‘、
9
ー、、、、、
I
9‘‘‘‘、
9
ー、‘‘‘、
I
9‘‘‘‘、
9
9‘‘‘‘、
I
9"

編

集

委

員

委
員
長

奥

原

唯

弘

委

員

高

橋

貞

彦

委

員

王

義

郎

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
日
印
刷

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
五
日

発
行

編
集
人

近

畿

大

学

法

学

会

印
刷
人

溝

田

保

印
刷

所

近

畿

大

学

出

版

印

刷

局

近
畿
大
学
法
学
部
内

発
行

所

近

畿

大

学

法

学

会

東
大
阪
市
小
若
江
三
ニ
―

電
話
大
阪
g
-
―

四
一

番

振
替
口
座
大
阪
二
五
―
―

五

郵
便
番
号

五

七

七


